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資料：StadtarchivDuisburg,307/1632：PolnischeGewerkschaftsvereinigungderBerg‐
undHtittenleuteinDuisburgより作成。
注：1905年以降，マルクスローの人数はブルツクハウゼンに，オーパーマルクスローの人
数はハンポルンに含められたものと推定される。1907年のデュースブルクの数値は，
ベーク，ラール，マイデリヒ，ルールオルト，ホーホフェルトを含むものと推定される。
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の表からはっきりしていることは，ハンポルン市の他の地区と比べてブルツ
クハウゼンには，既に1903年頃から，組合に加入するポーランド人労働
者が比較的多く住んでいた，ということである。また，当初ノイミュール
で組織されていた人数とブルツクハウゼンで組織されていた人数との間に
大きな違いがなかったが，1905年頃から差が出てきた。これは，そのこ
ろから，この統計ではマルクスローがブルツクハウゼンに含められたため
とも考えられる。そしてそうだとしても，ハンボルン市内の中で，ブルツ
クハウゼンからマルクスローにかけてポーランド人がかなり集中していた
ことは明らかである。と同時にハンポルン市内のどの地区にもポーランド
人が住んでいたことも明らかである。
Ⅵおわりに
本稿で設定した問題，すなわち，１９世紀末から２０世紀初頭にかけて形
成された新興鉱工業都市ハンポルンにおいて，エスニック・マイノリティ
たるポーランド人が，どのように分布していたかという問題は，つぎのよ
うに答えることができる。第１に，ポーランド人が居住していない街区は
ほとんどないというほどに，ハンボルン市内全域にわたってポーランド人
は居住していた。しかし，第２に，その分布は決して均等ではなく，６つ
の地区のなかで，最もポーランド人の集中度が高かったのはブルツクハウ
ゼンである。
当時のブルツクハウゼン地区のなかでも，ポーランド人の居住分布は不
均等だった。この民族の集中度が高かったのは，ブルツクハウゼン中心部
である。確かに，オーファーブルックのような田園都市的な雰囲気を持つ
コロニーでもポーランド人の集中度は，ハンボルン市全体に比べれば高かっ
たが，密集した都市街区という特徴を持つブルツクハウゼン中心部の方が，
高い集中度を示していた。
そのブルツクハウゼンとは，なによりもＧＤＫの製鉄部門と炭鉱部門の
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人８９
両事業所と本社の立地とともに急成長した街区である。しかし，この地区
の住宅を建設した主体は，まずは民間個人だった。ＧＤＫがこの地区に住
宅建設を大々的に行うのは，２０世紀に入ってからのことだった。
ブルツクハウゼンは居住環境という点で劣悪なところだった。第１に，
土地に対する建築密度が，コロニーと比べればきわめて高かったが故にで
ある。第２に，ここは，製鉄工場の煤煙や騒音に直接さらされるところだっ
たからである。現在，この街区の居住環境の最大の汚染発生源であるコー
クス工場も，すでに１９世紀のうちに第３竪坑の直近に存在していたし32),
その後拡張されたこともはっきりしている33)。1930年代の現地観察を踏ま
えてハンポルンの商工業を叙述したブルームは，ブルツクハウゼン中心部
について次のように描写している。
「工場の直接背後にある家々は，工場施設の騒音,煤煙,ガス,塵挨に
ひどく悩まされざるをえない。ルールオルトからハンポルンに，ブルツク
ハウゼン街区を通って来る者は誰でも，きたない，すすだらけの工業都市
という印象を受ける。ハンポルン市民以外の者がハンポルンに到着する場
合には，たいていブルツクハウゼンから来るので，ハンポルンについてい
つも聞いている判断が，そして現実にそうである以上にハンポルンの名声
をひどいものにしてしまう判断が，この第１印象に依拠しても当然である｡」
(Blum,1933,ｓ､３１)鋼）
なぜ，このような街区でポーランド人の集中度が高かったのだろうか。
これについて明確に判断できる材料は残念ながらない。ドイツ人によるポー
ランド人への差別がもたらした結果であると推論することは,不可能では
ない。だが，ことはもっと複雑である。すでに紹介したことがあるように，
居住環境としてはより快適だったはずのコロニーは，精神的には息のつま
る場所であり（山本健兒，1995,pp256-258)，少しでも資金に余裕のあ
る者は，企業住宅たるコロニーを去って民間賃貸住宅に住む傾向があった
(Fischer-Eckert,1913,ｓ36)。より安い家賃の，より広い住宅であるコ
ロニーに住めば，２４時間，企業に監視されているという感覚を持たざる
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をえなかったのである。当時の企業住宅たるコロニーは，企業側から見れ
ば労働力を確保する道具であると同時に，ストライキを起こした従業員に
対して退去を命じることのできる類のものであり，炭鉱企業が従業員を支
配するための１つの手段だったのである35)。つまり，ブルツクハウゼン中
心部に居住するポーランド人は，たとえ建造環境は劣悪であっても，自由
を求めて自らの意思でここに移住した者が少なくないという可能性がある。
しかし，民間賃貸住宅はアルト・ブルツクハウゼンにしかなかったわけ
ではない。もっと恵まれた居住環境下にあるものも，例えばマルクスロー
に形成されていた。それにもかかわらず，ポーランド人の集中度がマルク
スローよりもアルト・ブルツクハウゼンにおいて高かったのは，同じ民間
賃貸住宅の中では，より劣悪な居住環境であるがゆえに相対的に空き家率
が高く，それゆえ家賃がコロニーより高いとはいえ他の民間住宅市場で入
手できる住宅より相対的に安く，より容易に入居できるという条件があっ
たからだと考えられる。
このような定住の仕方は，1960年代以降，デュースブルクに移住して
きたトルコ人労働者とその家族についても見出しうる。デュースブルクの
中で最もトルコ人比率が高い地区は，ほかならぬブルツクハウゼンだから
である。しかし，時間を越えたこの表面的な類似性があると同時に，住宅
供給の制度には２０世紀初頭と第２次世界大戦以降とで大きく異なる点が
あるが故に，相違点を見出すこともできる。ブルツクハウゼン中心部は，
現在，決して，外国人比率が最高の街区だというわけではないという事実
もあるのである36)。この点については，稿を改めて論じたい。
第２の今後の課題として，ブルツクハウゼン中心部の中での居住セグリ
ゲーションがあったかどうか検討するという点を挙げることができる。す
でに述べたように，ブルツクハウゼン中心部には，住宅所有者との関係で，
中庭も含めた住宅家屋の仕様をかなり異にする２つのタイプの地区が認め
られる。賃貸兵舎の様相を呈していた北部地区と，ＧＤＫ建設になる住宅
が多い南部地区とである。後者の集合住宅にはかなり広大な中庭が付設さ
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人９１
れている。このような住宅条件の違いが住民の構成を左右したことは十分
考えられることである。自由を求めて民間賃貸住宅に移動するポーランド
人が少なくなかった可能性があると上述したが，これを確認するためには，
ブルツクハウゼン中心部の中での居住パターンを分析する必要がある。そ
のためには，市の記録を利用して作成される「住所録」が有用な資料とな
る。その本格的な作業は別の機会に譲りたい。
第３に，ハンボルンに定住したポーランド人が，第１次世界大戦後，ど
うなったかについても究明する必要がある。ポーランド人は激減したとい
うのが通説である（Storm,1979,Ｓ､66-67;HambornerBiirgervereineV.，
1979,ｓ98)。そうであれば，ポーランド人がドイツ人に同化したか否か
は問題にもならないことになる。しかし，ポーランド人が減少したことは
事実であるが，一般に想定されているほどハンポルンでは減少しなかった
と，筆者は考えている。それゆえ，同化や統合に関わる問題点を検討する
余地はあるはずだと判断している。この点についても，稿を改めて論じて
みたい。
付記：本稿は，1995年度法政大学在外研修員として，またアレクサ
ンダー・フォン・フンポルト財団（AlexandervonHumboldt-Stiftung）
研究奨学生として（夏学期のみ），ゲアハルト・メルカートア大学
(Gerhard-Mercator-UniversitatGesamthochschuleDuisburg）に滞在
した際の研究成果の一部である。客員研究員として受け入れてくれたフリュ
ヒター教授（ProfDr､Fliichter）と彼の同僚諸氏は，種々の助言をして
くれた。史料の蒐集に際しては，デュースブルク市文書館（Stadtarchiv
Duisburg）とテュッセン株式会社文書館（ArchivderThyssenAG）の
館員にお世話になった。以上の諸機関と諸氏に対して，記してお礼申し上
げる。なお，本稿の骨子は，1996年度人文地理学会大会一般発表で報告
した。
9２ 
《注》
1）AmtftirStatistik,StadtforschungundEuropaangelegenheitenStadt 
Duisburgより入手した未公刊資料による。
2）KleBmann（1978,ｓ45-46）は，ポーランド人がエムシャー地帯に多く住
んでいること，その中ではコロニー，分散居住，農村集落という３つの居住類
型があり，コロニーという居住形態をとる者が最も多かったと述べている。
3）アウグスト・テュッセンの経歴は以下の通りである。彼は，１８４２年にアー
ヘン近郊の村で生まれ，カールスルーエ工科大学（当時はポリテヒニクムと称
しており，大学とは認可されていなかった）で機械工学と建築学を学び，さら
にアントウェルペンの高等商業学校で国民経済学を学んだ。１８６７年にデュー
スブルクで鉄帯圧延工場の共同経営者として，企業家としての道を歩み始めた。
しかし，その共同経営者とは後に快を分かち，アーヘン近郊で針金工場を営ん
でいた父親からの出資も得て，1871年に現在のミュールハイムでThyssen＆
ＣＯという圧延工場を起こした。７０人の従業員，会社の事務所はかつての農
家の納屋というように，小規模な企業だった。当時，ドイツは泡沫会社群生時
代と呼ばれるほどの好景気を調歌し，数多くの企業が生まれたが，テュッセン
の会社もその－つだった。その後の不景気の時代に数多くの企業が倒産したが，
テュッセン社はむしろ営業を拡大し，景気低迷期に価格が下がった炭鉱株を購
入し，1889年に，すでに設立されていたＧＤＫの所有者となった（Weimer，
1995,ｓ318-320)。ちなみにＧＤＫとは，ハンポルンの地主であり企業家でも
あったダニエル・モリアン（DanielMorian）が，他の同郷の人達とともに
1867年に設立したハンポルン共同持分鉱山会社が，ドイツ帝国の設立を記念
して改名した企業である（HambornerBiirgervereine.Ｖ・’1979,ｓ14-15)。
4）テュッセン株式会社文書館には，アウグスト・テュッセン製鉄所の土地購入
の展開を記録した史料がある。これによると，１８８９年にブルツクハウゼンと
アルズムでｌ２Ｌ３ｈａを購入したのが最初であり，その後’891年から１９１１年
まで毎年，ハンポルン市の領域に相当する空間のうち，ライン川よりの区域に
土地を購入し続けたことが明らかである。その結果として，製鉄所が所有する
土地は１９１１年に4664ｈａに拡大した。その後も，土地の購入は続けられ，
1939年には638ｈａとなった（ArchivderThyssenAGDuisburg,Ａ/1781：
ＥｎｔｗｉｃｋｌｕｎｇｄｅｓＧｒｕｎｄｓｔＵｃｋｓｄｅｒＡｕｇｕｓｔＴｈｙｓｓｅｎｈＵｔｔｅ，Hambornim 
l889-1939)。
5）この企業の原語綴りは通常Phoenixであるが，デュースブルク市文書館に
所蔵されている1900年当時の地図（StadtarchivDuisburg:７０/351）には，
本文で記したような綴りになっている。
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人９３
6）ちなみに，ヴィットブルフのコロニーに住む住民が働いた事業所は，その位
置関係から見て，第１竪坑であったことはほぼまちがいない。アルト・ハンボ
ルンのユップコロニーほど第１竪坑までの距離は短くないが，１ｋｍ程度しか
離れていない。なお，ユップコロニーとは，ＧＤＫが1883年に建設を始めた，
最初の炭鉱労働者用住宅群である（山本健兒，1995,ｐ､250)。
7）大場茂明（1995,ｐ､19）は，未公刊博士論文に掲載されたデータを利用して，
ハンポルンにおける建設主体別新規住宅建設許可数（1900～２７年）のグラフ
を掲げている。ここからも，炭鉱企業の住宅建設がハンポルンにおいて大きな
役割を果たしたことが読み取れる。なお，大場が用いた博士論文は，ハンポル
ン市の行政報告書を原資料として用いたと推察される。筆者は残念ながら，
1995年度の調査に際して，1905年以降のデータを蒐集してこなかったので，
第２表には1904年までの実態しか記すことができなかった。
8）山本健兒（1995,ｐ250)。なおこの拙著では注記（ｐ272）を利用して，１８８３
年と1880年の２説があると述べておいたが，その後の調査によって，１８８０年
説の方がより確実な典拠に基づいていると判明した。その典拠とは，Thysse〃
ＢＧ壇bα〃α腕jVYede7ｸﾞｿﾞzej"・SjedJz"2932(ﾉCSC〃〃"ａｓｏｚｊＱ/ｅＥｉ"〃c/z畝'zgU〃ｄｅｓ
Ｔ/zysse〃Be7gbα"Csα加川ede7a7M",Hamborn,1922,ｓ21-23である。この資
料はデュースブルク市文書館にもあるはずだったが紛失し，筆者はテュッセン
株式会社文書館（ArchivderThyssenAG,Ｂ/0178）で閲覧した。また，
Ｔ/zysse〃Be7gbamamIVIede'、Ｃｌ〃１８刀-1921．Ｄｅ腕ＶＯ畑彪e"de〃ｄｅｓＱＷｂｅ〃
〃oだ、"ｄｅｓＨｂｍＯＤ随－１)ｚｇＣＡ，Ｅ/z”"〃垣ＪｊｅｄｄｅγＴｅc/z"ｉｓc/ze〃ＨＤＣ/zsc/zzuル
ＡＱｃ/ze〃Ａ２`９２↓ｓｔＴ/jysse〃α〃SchJ0βＬα"dsbe?ｇα"/〃Jjc/ｚｄｅγＶＯ比"伽"ｇ
ｓｅｊ"ｅｓ８Ｕ山be"Ｓｊｔｚ/z花ｓａｍＺＺＭｚｊｍ２２伽冗ｈｄｊｅＢｅγgZ(ﾉe沈sd加航o〃ｊ〃
Ｖｂ形ﾉ、"299℃伽伽eAHamborn,1922,ｓ８０にも同様のデータが掲載されてい
る。しかし，この２つの原資料が全く同じだというわけではない。いずれもそ
の表題から分かるように，ＧＤＫの炭鉱部門に関する住宅数のはずであるが，
1906年までの数値しか同じでなく，それ以降は後者の資料の数値がはるかに
大きくなっている。また，２つの資料に住宅数とともに並列して掲載されてい
る従業員数も，１９１３年まで同じ数値が掲げられているが，１９１４年以降，後者
の資料の数値が大きくなっている。これは，ＧＤＫの炭鉱部門が実際にはハン
ポルン市域とその南西のベーカヴェルト（Beeckerwerth）をあわせた領域に
ほぼ一致する活動範囲を持つフリードリヒ・テュッセン共同持分鉱山会社
（GewerkschaftFriedrichThyssen)，その北に位置し，現在のデュースブル
ク市ヴァルズム（Walsum）の範囲とほぼ一致する活動範囲を持つライン第１
共同持分鉱山会社（GewerkschaftRheinl)，そしてその北の現在のデュース
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ブルク市外，ディンスラーケン（Dinslaken）を活動範囲とするローベルク共
同持分鉱山会社（GewerkschaftLohberg）の３つに分かれ，このうちの最初
だけを掲載したか，３社をあわせて掲載したかの違いによる，と考えられる。
前者の資料の３５頁には，1921年末時点での３社の従業員に割り当てられた住
宅戸数が掲載されているが，フリードリヒ・テュッセン共同持分鉱山会社には
2,782棟，ライン第１共同持分鉱山会社には900棟，ローベルク共同持分鉱山
会社には941棟となっている。後者の資料に掲げられている１９２１年の住宅家
屋4,623棟は，この３社に割り当てられた数値と一致する。
９）なお，Freundlieb（1930,ｓ４１）には，１９００年初めの時点でＧＤＫは３５６
棟の住宅建物を所有し，そのうち３１１棟を炭鉱労働者に提供していた，と書か
れている。この３１１棟という数値は，Ｔ/zysse〃Ｂｅ'9bα〃zzmMede肋ｅｊ"、
Ｓｉｅｄ/""gszuese〃〃"ｄｓｏｚｍＪｅＥｊ"河c/z〃?０９℃〃αＧＳＴ/Zysse〃ＢＧ壇bα"Ｃｓα加
川cde州α",Hamborn,1922,ｓ２１に掲げられている１９００年の数値と一致す
る。しかし，この資料には各年に新築された住宅建物数も併記されており，こ
れを鑑みると，３１１棟という数値は1900年末のものと判断せざるをえない。
ちなみに1900年のＧＤＫの新築数は101棟，１８９９年の所有住宅建物数は２１０
だった。
10）筆者は，かつて1,000棟と記したことがあるが（山本，1995,ｐ251)，これ
は誤記であり，100棟が正しい。
11）この数値は第２表の数値と大きく違っている。しかし，この時点でのＧＤＫ
の活動範囲は，ハンポルン市域にほぼ一致していると考えてよい。ライン第１
共同持分鉱山会社とローベルク共同持分鉱山会社の活動領域で炭坑が掘削され
はじめたのは，Ｔ/zysse〃BehgbazUα加ｊＷｅａｅｒｍｅｊ〃１８汀－，２ＬＤＧ腕ＶＤ１Ｍｚｅ"
αe〃ｄＣｓＱｗＭｚｚﾉo7asm"desHbmzD尻-1>ｚｇｅ./2.,Ｅ/z”"〃`g/ｊｅｄｄｅγ九c/z"isc/ze〃
HDC/zsc/z山Ａａｃ/ze〃Ａｚ`g"s/Ｔ/ＤＪﾉSSG〃α〃SchJoβＬα"ｄｓＭｇα"/`βJjc/ｚｄｅγ
Ｖｂ化"｡z"Ｚｇｓｅ〃ｓ８ＵＬｅ６ｅ"卯/z”ｓａｍＩＺＭｚｊｍ２２ｄ"?℃/z此Be11gz(ﾉe晩s‐
cZj花肋o〃j〃ＶＣ”"?w"９９℃zujdmeムＨａｍborn，1922,S､１２によれば，各々１９０９
年と１９０７年だからである。残念ながら，上記の違いがどうして生じたのか分
からない。
12）なお，この史料は，Ｔ/Zysse〃ＢＧ?gbaz↓α加川cdeγ７Ｍ"・Ｓｊｅ伽?29s"ＣＳＧ?z〃"ｄ
ｓｏｚｊａﾉｅＥｊ"河c/Ｚｍ?29℃〃ｄｅｓＴ/zysse〃ＢＧ?gbazJesamMede7alｳﾞﾉzei",Hamborn,１９２２
や，Ｔ/Zysse"ＢＧ垣bα〃α加川cdeﾌﾞｳﾞｱｳﾞﾉzej〃１８刀－，２１．ＤＣ加Ｖ０?MZe"αe〃ｄｅｓ
Ｇ?ｗbe"DC?aＳｍ"desHbnalzD尻一Ｊ>０９Ｇ./Z.，Ｅ/z”"〃垣/jedmeγ、cc/z"jsc/ze〃
ＨＤＣ/zsc/z此Ａａｃ/Ze〃Az4g"ｓｔＴ/zysse〃α〃Ｓｃ/zJoβＬα"ｄｓＭｇα"J伽Jjch‘eγ
ＶＯ化"｡Z"qgsej"ｅｓ８ｑＬｅｂｅ"sWz/zねｓａｍＩＺＭｚｊｍ２２ｄ"”ﾉＭｉｅ比?19"e戒s‐
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人９５
。加肱o〃/〃Ｖｂ花h7wlzggmuj伽cムHamborn,１９２２とは異なるものであり，ア
ルバムの形を取っており，－冊，またはわずかな部数しか作成されなかったは
ずである。これに対して，上の２つの資料は刊本の形を取っており，かなりの
部数が印刷されたはずである。
13）この資料は，1914年時点のハンポルン市の状況を記録した「住所録』であ
る。これによると，オーファーブルック地区のグリューン・シュトラーセ１７７
番地にあったカトリックのフォルクスシューレは，ハンポルン第Ⅱフォルクス
シューレとして記録されている。
１４）Miiller-terJung（1993,ｓ24）に転載された1889年当時のテュッセンが買
収したブルツクハウゼンの士地を示す地図，ならびにWehrmann（1960,ｓ
２３）に転載されている，後のデュースブルク市の大部分の１８世紀の姿を描い
た地図を参照。
15）なお，道路名は当時のそれであって，［］内が現在の道路名である。この
かっこがない道路は当時からその呼び名であった。新旧の道路名の比定は，
StadtarchivDuisburg：７０/351,StadtarchivDuisburg：Bestand70： 
KartenundPlane70/847及び７０/845と現在の５０００分の１基本図とを対照
させて行った。
16）Ｔ/Dysse〃Be7gbα〃α加川cde航ej"・Ｓｉｅｄ/z"zgsz(ﾉＧＳＣ〃〃"ｄｓｏｚｊ山Ｅｊ〃
河c伽?zgwzdgsT/zysse"-Bc7gbα"esQwzMeae肋ej",Hamborn,１９２２に添付さ
れている地図に，ＧＤＫの後継企業の１つであるフリードリヒ・テュッセン共
同持分鉱山会社（GewFriedrichThyssen）が所有する住宅を示しているも
のがある。これによると，ブルツクハウゼン中心部でこの企業が所有する住宅
は，この地区の南部に集中している。同じ地図は，Bentrop（1923）にも添付
されている。フリードリヒ・テュッセン共同持分鉱山会社の住宅は，後にライ
ン住宅株式会社が所有するようになった。このことは，1962年版の『住所録」
（ADRESSBUCHDERSTADTDUISBURGZ9〃）のうち，Einwohner‐
VerzeichnisgeordnetnachStraBenundHausnummernmitAngabender 
HauseingentUmer,HaushaltungsvorstandeundFirmenの項目に記載され
た家屋所有者名から明らかである。他方，この住所録には，ブルツクハウゼン
中心部の中の北部地区の住宅の多くが，個人所有であったことも記載されてい
る。ちなみに，シュールシュトラーセ５２番地に現在でも建っている住宅建物
は，ここに住んでいた３人兄弟の手工業者が自ら住むために，土地を相続した
後に，1910年代前半のうちに建てたものである。この土地は，彼らの父親で
あるベークに住んでいた船大工が，1884年にある商人から購入したものであ
り，その上に住宅を建てて住んでいた（H6ppner,Ｌ＆AMBaaken,1988,ｓ．
9６ 
14-22)。ちなみにFreundlieb（1930,ｓ28-29）は，記述の典拠を示している
わけではないが，ブルツクハウゼン中心部の住宅の多くは民間個人によって建
てられたし，この地区の北部では既に1890年代に３，４階建ての建物が軒を連
ね，都市的景観を呈していた，と述べている。この地区の西側にはＧＤＫの工
場と竪坑，北にはＧＤＫの本部，南と東にはＧＤＫの社員や労働者のための住
宅が建設されたので，民間個人の所有になるこの地区は，四方をＧＤＫに囲ま
れる場所となったのである。しかし，民間個人の建物のうちいくつかは，テュッ
センが購入した。例えば，現在ライナー・シュトラーセ２番地にある建物は，
1899年にテュッセンが購入した（ThyssenArchivA/1781)。この建物は，
上記の「住所録」から，1962年時点でライン住宅株式会社の所有物だったこ
とが分かる。現在この家屋は，ブルツクハウゼン再活性化事業のための事務所
となっている。
17）なお，ここで注意しておく必要があるのは，ブルツクハウゼンの範囲は現在
とは異なるということである。すでに述べたように，現在ブルツクハウゼンの
１部をなすオーファーブルックは，当時ハンポルン地区に属していた。他方，
現在のマルクスロー地区に属しているヴェーゼラー・シュトラーセからテュッ
セン社の鉄鋼工場敷地までの間の部分は，当時ブルツクハウゼンに属していた。
このことは，Ａ伽β＝B"ＣＭＣγＳ伽tHtzmbo伽(R/DJ｡.）ｍＺａＳ､14-16に掲げ
られている，地区別の街路名のリストから明らかである。しかし，ハンボルン
市内の地区再編成がなされ，ブルツクハウゼンに含まれていたヴェーゼラー・
シュトラーセから鉄鋼工場敷地までの区域はマルクスローに帰属する一方で，
オーファーブルックがブルツクハウゼンに帰属させられた。恐らく，この再編
成は，1929年にハンボルン市がデュースブルク市と合併したのを契機にした
と考えられる。この地区再編成を考慮に入れなかったヴェールマンは，１８７０
年から1958年までの各地区別の人口推移を示すグラフを掲げ，１９１０年と１９３０
年の人口とを直接対比している。このグラフによると，ブルツクハウゼンの人
口のピークが１９１０年にあったことになる。また，１９１０年から１９３０年にかけ
て，ブルツクハウゼンとアルト・ハンポルンの人口が減少した一方で，マルク
スローの人口が急増したことになる（Wehrmann,1960,ｓ117)。しかし，こ
れは正しくない。この間にかつてのハンボルン市の領域の人口は増加したこと
も考え合わせれば，ブルツクハウゼンやアルト・ハンボルンの人口減少を示す
ヴェールマンのグラフは，人口動向そのものの結果ではなく，地区再編成の結
果を示すにすぎない，と言うべきである。
18）Schweitzer（1925,ｓ17)には，1900年から1924年までのハンポルン市の人
口動態の表が掲げられている。これによると，1906年までの社会的人口増は，
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人９７
年間5,000人を越えることが多かったのに対して，自然的人口増は常に千人台
から２千数百人程度にとどまっていた。ところが，１９０７年に自然的人口増が
約2,700人になり，約1,200人の社会的人口増を初めて上回った。その後，自
然的人口増は1914年まで3,000人前後で推移したのに対して，社会的人口増
は1909年と1913年こそ自然的人口増をはるかに上回り，1910年にはこれと
匹敵したが，その他の年には大幅に下回ることが多かった。特に1914年には
１万人以上の社会的人口減が記録された。
19）このことは，現在でも，訪れてみればすぐ分かることである。ノイミュール
には，小規模な２階建ての菜園付き４家族用住宅が多いのに対して，ブルツク
ハウゼン中心部には４階建ての大規模な集合住宅が軒を連ねている。１９１３年
に作成された5000分の１の地図をみても，当時，ブルツクハウゼン中心部の
住宅密度が，ノイミュールよりもはるかに高かったことがわかる（Stadtarchiv
Duisburg:Bestand70:ＫａｒｔｅｎｕｎｄＰｌｄｎｅ７０/847及び70/845参照)。
20）この市長の書いた序文にあえて注記するならば，ノイミュール鉱山は実際に
は１８９０年代前半期まで，それほど成長しなかった。1893年時点でのその従業
員数は４４人でしかなかったし，1896年にいたってもなお，125人でしかなかっ
たからである。１８９０年代後半になってようやくこれは急成長し，１９００年に
1,807人の従業員を数えるようになった。これに対してＧＤＫの従業員は，
1890年の942人から1895年の1,300人に，さらに1900年の3,599人へとより
急速に成長したし，製鉄部門にいたっては，1891年に操業を開始した後に，
1900年には5,316人へともっと急速に成長したのである（Be7ajc/ZMbeγ此
ＶＭ(ﾉα伽?Ｚｇ〃"ａｄｅ〃Ｓｍ"。。eγCemei"de-A7zg巴/Ggwz/zejね〃。eγＣｅ机ej"αｅ〃"。
Ｂ"?gwwzeisね”jHZz伽０ｍ〃γｄｉｅﾉﾋz伽１９〃ｂｉｓ３１．Ｍｶﾞ瘤１９肱Ｓ､122-123)。
21）マズール人とは，主としてオストプロイセンに定住していた西スラブ系の民
族であり，福音派に属する人々である。ポーランド人がカトリック教徒であり，
反プロイセン意識を強固に持っていたのに対して，マズール人は親プロイセン
意識が強かったと言われている（KleBmann，1978,ｓ20)。
22）Wahrig（1968）によれば，ｌルーテは約3.8ｍだから，１平方ルーテは約
１４．４，２ということになる。
23）ブラシツアルバイターPlatzarbeiterとは，本来Lagerplatzarbeiterという
意味であり，資材置き場に貯蔵されている金属製品や原料などのさまざまな資
材を運んだり，用途に応じてしかるべき場所に貯蔵したりする仕事に従事する
労働者のことを意味する。この情報は，テュッセン株式会社文書館館長ラッシュ
博士（DrRasch）による。この用語は，ここで引用している文献だけでなく，
Ａｄ?1eβbzJch〃γｄｊｅＢ"h9℃mzejsね域Ｈｔｚ伽０ｍ（1903年１２月１日現在のデータ
9８ 
を収録。発行年の記載なし）にも豊富に見出される。賃金水準からも分かるよ
うに，未熟練労働力の典型だと考えられる。
24）なお，BrUggemeier（1983,ｓ290）には，フィッシャー・エッケルトが引
用した文章には小さな間違いがあると注記されている。それは冒頭の文章であ
る。“InrheinlandlicherGegend”とフィッシャー。エッケルトは書いている
のだが，ラウクセルはラインラントではなく，ヴェストファーレンにあるので，
“InreinldndlicherGegend，，と解すべきだということである。
25）クレスマンも，ブローカーの役割を重視している。例えば，ポットロプ
（Bottrop）にはオーバーシュレージエンのある郡からの移住者が多かったが，
これはあるポーランド人がブローカーとしての役割を果たしたからであると記
されている。また，1890年に書かれた論文が引用されて，当時のブローカー
の活動ぶりも活写されている（KleBmann，1978,ｓ37-39)。
26）筆者はかつてこの資料を部分的に使ってハンポルンのポーランド人について
書いたことがあるが（山本健兒，1995,pp259-262)，そこにはいくつかの誤
りがある。文書館での解読作業の際に正確を期しえなかったためである。他方，
デュースブルク文書館から発行されているDuisburgerForschungenの２７
巻には，ハンポルンのポーランド人に関する詳しい論説（Storm,1979）が掲
載されている。これは，それまでの研究文献やデュースブルク文書館の資料，
ならびに聞き取り調査などをもとにしてすでに1974年に大学卒業論文として
執筆されたものであるが，ここにも，文書館の資料と照らし合せると若干の誤
りが見出される。本稿では正確を期するために，細心の注意を払って原資料を
読み直し整理した。
27）この表には，従業員数は報告されているがポーランド人とマズール人につい
ての記載がない企業１社と，ポーランド人とマズール人は皆無だという記載が
あるが従業員数の記載がない企業２社を含めていない。この３社の内２社は建
設業であり，ｌ社はその名称からはどのような事業を行っているのか不明の企
業である。いずれもグリロ亜鉛工業ほどの規模を持っていない。それ故，その
３社を無視しても，大勢に影響はないと考えられる。もちろん，文書館資料に
保存されている報告書がすべての企業を網羅していたわけではない。しかし，
当時のハンポルン所在企業のなかで大規模なものはGDK，ノイミュール鉱山，
グリロ亜鉛工業などであって，この３社によってハンポルンで就業する労働者
の大半が雇用されていた。
28）１９０３年１２月１日現在のデータを収録したＭmeβ〃c/z〃γｄｉｅ〃?9℃裾
？〃stcねｉｍｚｍｂＯｍ（発行年の記載なし）には，街路別の居住者リストが，そ
の職業名とともに記載されている。これによると，ブルツクハウゼン中心部の
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人９９
民間個人の住宅家屋に，製鉄工場で働く人に特有の職業名が数多く見出される
し，スラブ系の名前も多く見出せる。
29）１９世紀末の地図（StadtarchivDuisburg:７０/351）には，カイザー・シュ
トラーセ沿いに，かつてのフォルクスシューレの建物を利用したＧＤＫの中央
事務所が記されているが，その道路を挾んで北に200ｍほどあがったところ
に，はっきりとMenageと記された建物が描かれている。また，２０世紀初め
の地図（StadtarchivDuisburg70/818Hamborn（mitStraBenverzeichnis)）
には，マテーナ・シュトラーセ（MatenastraBe）の工場直近の所にも，やは
りMenageと記された建物が描かれている。この２つの寄宿寮はコロニーと
は別のところに位置しているし，炭鉱労働者用の独身寮（Ledigenheim）は，
コロニーの中に建てられたと，刀Zysse〃Bengbα〃α加川cae伽ei"・SjedJ"?Z9s‐
zuese〃〃"ｄｓｏｚｊａにＥｊ"河c/2ｍ?29℃〃ｄｅｓＴ/Zysse〃－Be7gbα"ｅｓα加川ede7mej"，
Hamborn,1922,ｓ４３に書かれているので，いずれも製鉄工場労働者用の寄宿
寮だったと考えられる。
30）ここに掲げた学校以外にも，男子校１校と女子校２校が，少なくとも1912
年にはあったが，これらは表のなかに含めていない。いずれも私立の学校と思
われるし，ポーランド人にせよマズール人にせよその人数は極めてわずかだか
らである。1908年時点のこの３校の実態については書類が残されていないが，
１９１２年の書類によると，男子校において生徒数484人のうちポーランド人が１
人となっていた。また女子校のうち1校は生徒数331人，ポーランド人８人だっ
たが，もう1校は生徒数232人，ポーランド人は皆無だった。これらの私立と
思われる学校を含めれば，第７表に示されている比率よりもわずかにスラブ系
生徒の比率は下がるはずである。
31）なお，地区別の組合員数とは，居住地区単位の人数と考えるのが自然である。
というのは，西欧諸国の労働者組合は，企業別ではなく，職能別に組織される
のが普通だからである。ポーランド人労働組合員の人数が，たとえ所属する企
業や事業所単位で把握されたものだとしても，これを居住地単位での把握と読
み替えても大過ない。当時の労働者は，就業する事業所の近くに住むのが一般
的だったからである。
32）当時，１８８のコークス炉をもつコークス炉台が３基あった。（ＷγzUα加ｿqgs-
be河c/z'〃γｄｊｅＢｉｂｇＵｍＺｅｊｓね花ｊＢｅｅｃｈＭ?q2ﾉﾌﾞｂ"〔Ｍｉｅノヒz/meZ895/ｇ６６ｊｓｚ"γ
Ｔｅ加ｿZgcZeγＢｉＺ煙mzejsね”/αｍ１．Ａ”〃ｇ０ｑＳ､６９）
33）コークス炉は３２４に増加した。また，第３竪坑の直近のコークスエ場が最初
に稼動したのは1897年のことである｡(、z伽０，.鹿sjsc/znyMeγjV1iede肋e〃‐
Sc/ze〃jVtzc航c肱〃ｇ"γＥ?ａＭｃ〃'２９ｄＢγＥｊ"Zuo〃e宿α"〃00〃ａｓ､４）
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34）もちろん，この叙述が，第１次世界大戦以前にもあてはまるという確証はな
い。しかし，当時の工場操業といえども環境汚染をしなかったとは考えられな
いし，汚染物質の排出を押さえようというインセンティブがあったと考えるこ
ともできない。
35）Fischer-Eckert（1913,ｓ31）には，ＧＤＫの企業住宅の賃貸契約書の文章が
引用されているが，そこには次のような文言が書かれている。「たとえ解雇通
知によるものであれ，労働契約に基づく理由であれ，私が共同持分鉱山会社の
仕事や勤務から離れる日にはこの住宅を明け渡すという条件を，私は受け入れ
る。その他の場合，住宅の賃貸契約は私の側からもＧＤＫの側からも，１４日
間の期限付きで，いつでも解除できる｡」この文言を引用してフィッシャー・
エッケルトは，「借家人がストライキに参加した場合には，家主の要請に応じ
て，住宅は即刻立ち退かれなければならない」と解釈している。
36）山本健兒（1995,pp312-313）には，現在，外国人比率が９０％を越える街
区のいくつかを例示しておいた。ブルツクハウゼン中心部の外国人比率は，デュー
スブルク市の平均に比べれば高いが，そのような街区ほどに高いというわけで
はない。
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PolishlmmigrantsinanIndustrialＣｉｔｙ 
ｏｆｔｈｅＲｕｈｒＲｅｇｉｏｎｉｎＧｅｒｍａｎｙ， 
ａｔｔｈｅＢｅｇｉｎｎｉｎｇｏｆｔｈｅ２０ｔｈＣｅｎｔｕｒｙ 
UrbanizationofHamborn,Duisburg,ａｎｄ 
SettlementPatternoftheMigrantMinority-
KｅｎｊｉＹＡＭＡＭＯＴＯ 
A1argenumberofPolishpeoplemigrａｔｅｄｉｎｔｏｔｈｅＲｕｈｒｒｅｇｉｏｎ 
ｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｌａｔｅｌ９ｔｈｃｅｎｔｕｒｙａｎｄｔｈｅｂｅｇｉｎｎｉｎgofthe20thcentury、
Ｉｔｉｓｗｅｌｌｋｎｏｗｎｗｈｅｒｅｉｎｔｈｉｓｒｅｇｉｏｎtheywereconcentrated、Ｂｕｔ
ｔｈｅｒｅｉｓｎｏｒｅｓｅａｒｃｈｗｈｉｃｈｄｅａｌｓｗｉｔｈｔｈｅｓｅｔｔｌｅｍｅｎｔｐａｔｔｅｒｎｏｆｔｈｅ 
ｍinorityinthosedayswithinurbanspacefromthesocio‐ 
geographicalviewpoint､Itmaybeunderstandable，ｂｅｃａｕｓｅｉｔｉｓｂｅ‐ 
lievedthatPolishpeoplelivedprincipallyintheso-calledcolonyin 
ruralspacelntheRuhrregion,ｃｏａｌｍｉｎｉｎｇｗａｓｄｅｖｅｌｏｐｅｄｍａｉｎｌｙｉｎ 
theEmscherzonefromthelatel9thcｅｎｔｕｒｙｔｏｔｈｅｂｅｇｉｎｎｉｎｇｏｆｔｈｅ 
２０ｔｈｃeｎｔｕｒｙＴｈerehadbeenonlyscatteredruralseｔｔｌｅｍｅｎｔｓｉｎｔｈｉｓ 
ｚｏｎｅｕｎｔｉｌｔｈｅｌａｔel9thcentury、
Thereforeentrepreneursofthecoalminingindustryhadtooffer 
newhousingfortheworkersimmigratedfromvariousregionsinclud 
ingforeigncountries,Thehouseswereusuallytwo-storieｓａｎｄａｃｃｏｍ‐ 
ｍｏｄａｔｅｄａｆewapartments・Ｅａｃｈｆａｍｉｌｙｃｏｕｌｄｕｓｅａｒａｔｈｅｒｌａｒｇｅ
gardentogrowvegetables・Therewereoftenpigpensinthegardenor
evenwithinthelivinghouse,ａｎｄｔｈｅｉｍｍｉｇｒａｎｔｓｃｏｕｌｄｐｒｏｖｉｄｅｖｅge-
tablesandlneatsforthemselves・Ｔｈｅｓｅｔｔｌｅｍｅｎｔｐａｔｔｅｒｎａｎｄｔｈｅｗａｙ
ｏｆｌｉｆｅｏｆｔｈｅｉｍｍｉｇｒａｎｔｓｗｅｒｅｎｏｔｕｒｂaｎｂｕｔｒｕralespeciallyinthe 
EmscherzoneoftheRuhrregion 
Nevertheless，therealsoappearedsettlementsofurbantypein 
thiszone、ThetypicalcasewasHamborn，ｔｈｅｎｏｒｔｈｅｒｎｐａｒｔｏｆ
Ｄｕｉｓｂｕｒｇｏｆｔｏｄａｙｌｎｌ９１０,Ｈａｍｂｏｒｎｒａｐｉｄｌｙｇｒｅｗｉｎｔｏｔｈｅｙｏｕｎｇest 
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人１０７
bigcitywithmorethanlOO,O00populationinPrussia・Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆ
ｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏｍａｋｅｃlearthedistributionpatternofPolishpeoplein 
Hambornintherelationofitsurbanizationinthosedays・
Severalruralparishesamalgamatedintoanindependentmunici‐ 
pality,Hamborn,ａｔＡｐｒｉｌｌ，1900.Thisamalgamationwasduetothe 
intentｉｏｎｓｏｆｔｈｅｍｅｎｏｆｒｅｎｏｗｎｗｈｏｓｏｕｇｈｔｔocoincidepolitical‐ 
administrativespacetoeconomicspaceBeforetheamalgamation， 
BruckhausenMarxlohandAlsumhadbelongedtoBeeckandconsti‐ 
tutedthenorthernpartofthismunicipalityThecenterofBeeckwas 
founｄｉｎｔhesouthernpartofthismunicipalitywhereasteelcompany， 
Phoenix,waslocatedOntheotherhand,Alt-Hamborn,Schmidthorst 
andFahrn/Aldenradehadconstitutedanothermunicipality,ｔｈｅｎａｍｅ 
ｏｆｗｈｉｃｈｗａｓＨａｍｂｏｒｎａｓｗｅｌＬ 
Inthel890s,GewerkschaftDeutscherKaiser（GＤＫ),theforerun‐ 
neroftheconcernThyssen,hadallocateditsshafts,cokesplants,steel 
milLprivateportontheRhineacrosstheruralparishesthrough 
HambornandBeeckwithoutrelationshipwiththeterritorialdivision 
betweenthesemunicipalities・Ithadalsoconstructedprivaterailways
connectingthebusinessestablishmentsandtheportFurthermore,it 
constructedcoloniesfortheaccommodationofitsemployeesinvari‐ 
ousruralparishesAsaresult，thenorthernpartofBeeckand 
Hambornbecametoconstituteaunitedeconomicspace、GDKhad
beenanunrivaledlargecorporationinthiseconomicspace,although 
therehadbeentwootherlargecorporations，namelyNeumiihlcoal 
corporation（GewerkschaftZecheNeumiihl）andazincmanufactur‐ 
ingcorporation,ＧｒｉｌｌＱ 
Ａｓｓｈａｆｔｓｗｅｒｅｄｅｖｅｌｏｐｅｄｏｎｅａｆｔｅｒａｎｏｔｈｅｒａｎｄｔｈｅｓｔｅｅｌｍｉｌｌｏｆ 
ＧDKwasenlarged，ａｌａｒｇｅｎｕｍｂｅｒｏｆｐｅｏｐｌｅｏｆｖａｒｉｏｕｓｅthnicity 
migratedintoHamborn,ＴｈｅｌａｒｇｅｓｔｇｒｏｕｐｗａｓＰｏｌｅｓｗｉｔｈｔｈｅPrus‐ 
siancitizenshipamongthemigrantminoritieswhoseethnicitywas 
anotherthanthatofGermans・Polishimmigrantsconstitutedaboｕｔ
ｔｅｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｔｈｅｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｉｎＨambornasamunicipalityinl901・
Theproportionofforeigncitizensｔｏｔｈｅｔｏｔａｌｐｏｐｕｌａｔｉｏｎａｍｏｕｎｔｅｄｔｏ 
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aboutfifteenpercentTheproportiｏｎｏｆＰｏｌｅｓｉｎｃｒｅａｓｅｄｔｏａｂｏｕｔ 
ｎｉｎｅｔeenpercentandthatofforeigncitiｚｅｎｓｔｏｍｏｒｅｔｈａｎｔｗｅｎｔｙｐｅｒ 
ｃｅｎｔｂｙｌ９１ｑ 
ｌｔｉｓｐｏｓｓｉｂｌｅｔｏｍａｋｅｃｌｅａｒｔｈｅdistributionofPolishpeoplein 
Hambornbymeansofanalyzingthehistoricaldocumentscompiled 
bythethenauthority・ＴｈｅPrussianauthoritycompiledstatistical
dataofPolesaccordingtoenterprises,primaryschoolsandchurches、
Itisalsousefultoanalyzethespatialdistributionofmembersofthe 
Polishtradeunionforthepurposeofthispaper、Ａｓａｒｅｓｕｌｔｏｆｔｈｅ
ａｎａｌｙｓｉｓ,itisclearthatPoleslivedeverywheｒｅｔｈroughoutHamborn・
Thedegreeofconcentrationwas，however,highestinBruckhausen 
MarxlohwasadistrictofthesecondhighestConcentration・Colonies
builtbyGDKinMarxloh,ObermarxlohandOverbruckshowedhigher 
proportionofPolishpeoplethantheaverageinHamborn、Butthe
percentageinthesedistrictswerelowerthaninthecenterof 
Bruckhausen，ｗｈｅｒｅｗｅｆｉｎｄｔｗｏｔｙｐｅｓｏｆｈｏｕｓｉｎｇｂlock，namely 
rentalbarracks(Metshaseme）ownedmainlybyprivateindividualｓ 
ａｎｄｃｏｍｐａｎｙｓｈｏｕｓｅｓｏｗｎｅｄｂｙＧＤＫ,Thelatterswerealsobuiltmore 
denselythaninthecolonies・
ThebuiltenvironmentwasworseinthecenterofBruckhausen 
thanthatintheotherdistrictbecauseofthehousingdensity､Thebad 
builtenvironmentwasalsoduetotheneighboringsteelmilland 
cokesplant,Thepeopleinthisdistricthadtosuffersmoke,noiseand 
dust,justliketheresidentsoftodaydo・Itispossibletothinkthat
Ｐｏｌｅｓｗｅｒｅｓｏｄｉｓｃｒｉｍｉｎａｔｅｄｔｈａｔｔｈｅｙｈａｄｔｏｌｉｖｅｉｎｓｕｃｈａｂｕｉｌｔｅｎｖｉ‐ 
ｒｏｎｍｅｎｔｏｆｂａｄｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ､Ｂｕｔｔｈｅｓｉｔｕａｔｉｏｎｗａｓｍｏｒｅｃｏｍｐｌｉｃａted， 
AccordingtoFischer-Eckert（1913),thelivingconditionsinthecolo‐ 
ｎｉｅｓｗａｓｎｏｔｇｏｏｄｆｏｒｔｈｅｍｅｎｔａｌｈｅａｌth,becausethepeoplefeltthere 
tobewatched24hoursadaybytheemployer･HOusingwasoneof 
toolswithwhichenterprisescontrolleditsworkersTheresiｄｅｎｔｓ 
ｔｅｎｄｅｄｔｏｍｏｖｅｏｕｔｆｒｏｍｔｈｅｃｏｌｏｎｙｉｎｏｒｄｅｒｔｏｅｓｃａｐｅｆｒｏｍｔｈａｔｍｅｎ‐ 
tａｌｃonditions,ｉｆｔｈｅｙｃｏｕｌｄａｆｆｏｒｄｔｏｄｏｓｏ， 
WecanestimatethattheconcentratiｏｎｏｆＰｏｌｅｓｉｎｔｈｅｃｅｎｔｅｒｏｆ 
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人１０９
BruckhausenwaspartlyaresultoftheirfreewilLTherefore,itcould 
bepartlyaresultofamarketmechanism・However，thismarket
mechanismmusthavecoercedPolesintotheconcentrationinthe 
districtofbadbuiltenvironment・BesidesinBruckhausen,therewere
somedistrictswherehousｅｓｗｅｒｅｂｕｉｌｔｂｙｐｒｉｖａｔｅｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｓａｎｄｔｈｅ 
builtenvironmentwasbetterthaninthecenterofBruckhausen・The
degreeofconcentrationofPoleｓｗａｓｌｏｗｅｒｉｎｓｕｃｈｄｉｓｔｒｉｃｔｓｔｈａｎｉｎ 
thecenterofBruckhausen． 
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